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 ハマチ種苗蓄養管理試験

 A目的試験船照南丸,かもめ刈.が採捕したプリ仔を受入れ蓄養管理して県内書湊業者に
 に山衙する。

 B試験方法の概一妻

 a」…月間昭和昌7年4月15日～6月13日

 ○場所山川港及び串木仰港(6円5～1
 C方法前年どおり

 C試験成植

 aプリ仔・受入,・披餌,'櫛状況

日)

       可吊風見嫁ブリ庁の大きさ㎝投餌背理状況       穐櫛策9
       中132}4       4管理筏設置,基地整備

       下6.2472～4カタク戸イワノ12,45228日頃まで餌付やぶ。水楳19.C内外。
       し30.9052～15カタクチイワシキビナゴ63.191綱替え作菜。餌付洲洲糺小魚体や㌧悪し。へい花100尾

       5中56.7502～15カタクチイワシキビナコサンマ;0&4252間綱設臨鹿大実習生来境
       下90,1243～16キビナゴ了ヂ36Z7002ア日後棚出,設置場所移転。
       上;8.1005}17カタクチイワシサンマ96,962串木野港に基地増設。山川にて酸素補給試腕

       6中キビナゴ34.65011口串木■野茨地,13口山川荘地撤去。
       下

       計252,157

       Dハマチ種苗出荷状況

       月日総重量平均体重総尾数払出先

       5.172“茅g12.82,090"1;11KK
       〃32.254.O8.D62〃

       5.254フ1114.23,彗00州41屋水産KK
       5.262923.8Z650半眼漁薬協同組合
       6.541.;4.98,400〃

       〃5.313.83383〃

       6.636.56.45,700一片下水産KK
       611105.O1755000川畑一(一KK
       6.1261.955.711,000中膜漁業協1弓組合
       6.1341.05.7Z200"(自動車輸送)
       6.1429014.52.OOO〃

       455-561,785
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 D考.察

 側隼に比べて洲,鐘段の十著大があったものX5月27日イケス筏取付ロープが切断してイケス

 脚、売出・蓄養魚逃」絶へい死によって出伽ま約6万1千宅27%に弼う㍍筏設置場所・筏取付

 けは・今1言改跨すべき毎く')問1掲一点が、ちり,台風対艘の而からも多くの示唆を与えられた。

 ギ□当者=」高1い国雄,九'〕河1一己,'珂□口辛・赦,、心口鯉二,1燐田証性も

 ハマチ幼魚友喰試験  I(予備試験)

 A目的ハ・フチ幻用狐では他の魚に11ヒベて特に友1食が著しいようである。友峻防止策として魚
 体撮号1」作業を打っているが,どの秤≡痩のlt囲で撰別すべきかを究明寸る目的で一千備的試

 験を行コた。

 B試.験一方法の機一要

 a期間昭末口57年6月27日～29日'

 D場所避水市牛醍熔■右入江

 C方法

 i供.武f包大隅海峡,甑海峡で5月中句から6円上旬1にかけて採捕した稚魚を餌けして乍映
 恨養魚場で蓄蔭1キ1のハマチ幼魚を4段帖に分けて.試t験に供した。

 ○員瑚皆'ま～欠のと桐りとしプこ。

 A言TLAV■18.1し㎜(Max195じ'皿,帆iq15.7」皿),B"AvU66.9矛(Max83.0多Min月2.0、ハ

 B:TLAV814.Oc珊(Max15.Oし刊,Min13.0皿),b"AVθ2754針(Max54.5チMiη22.7ノ〕
 C-TLAv日11.85市(L岨ax12.8し1㎜,』1iに11.2〃),BW^vビ15.8ダ(Max198〃Mir11王04)
 D-TLAv・10.6・㎜(1・lax11.6し伽,Min10.n刈,bWAv・g09(脆x12.3チMt・Zるチ〕

 〔.在〕Dクラスの魚体はや土衰弱していたものである・
 ii試隙イケスクレモナ8×880隆網地で作成した90×90×90し刊の大きさのイケス

 を使嗣した。

 l11組合せと供試尾数組合吐は次のとおりとして各70尾づ∫即ち1区分20尾とした。

区分123 456

 組合せA.BA.OA.DB.Cb.DC,D

 lV試験時間40時間

 'V給餌試験中は無給餌とした。

 V1各区における・大地魚と小j胆魚の体長割合関係Y;小胞魚X;大榊魚

区分 12 456

 大岬4魚,小州蝋ハ平均風体9;75:212=7108.54510=9

 大川蝸の蛙大f{市と昌=27=43.g二2ぺ3る=2g:7
 ・トー胆.魚。)雌ノド凧千本L

 C試.験成頂

 。40時問後における各・区の残存彪数
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区分1

 大刷魚a10尾A10^10B10B10 D10

 小榊魚B1口尾C10D8Clo]⊃7(;^い死)G10,

 o1・2・る・5・6区1ておいては友喰の現象を確認できたかった、

 o4区においてDクラス2尾が友1食されてい私

 。5区におけろへい花る尾は大ゆ魚(Bクラス)からの損傷によるものでなく衰弱へい死した
 ものである。(券生虫による衰弱)

 ○友喰した一眠体たらびに友・食された魚体の体長を確認すろことはできたかうたがAクラスの

 最大のものがDクラスの靖小のムのを友1食したとするとこれらの体長割合は

 Y呂一X(Y:小」甲蝋,X1大甲欣)
3.9

 す一^〔わら,約%で、もろ。

 D考察今回,予備的な1月だけの,1周査結・粟ではTLlO～20湖の=地固のハマチ幼.(魚では,
 州中の報告と同じく大体Y〈I4xで友1食の関係も、成立するのでは汚いかと思われる。

 抗し,給餌する場合にもこθ)ような関係が成立するかと弓かは今後の調査に倹たねばならない。
 近に2～10川の柵軌については今後,調査の必要があろう。

柵巧者九万冊一己

 八マチ養殖適地調査

 a目的地.尤からの要笥があうて,ハマチー蚤殖池、{安定の滝,不適を.i周査し指導する。

 r1〕黒神町荻原盤航場

 B調査方法の欄=要

 a期間昭手口3フ年11月14日

 b上場}折j施先王島1行.'、里芋中旧丁長=1崎鼻

 C地形測量2点㈹ポケットコソハスによる平面測量

 d一澗」一深レッド枇入プ∫法:一より一1I1腋,そ州他一1{こは,コンパスにようで則崎

 C調査結一粟

 a面積(最高汐時水面積)8,a50n戸

 有効面積(最低汐時1k面碕)6,700m2(約2.0001手)

 b締切方法懸雅式洲仕七兀二束方式

¥締切予定線

外側

 全し…(最高汐何十1・米1jく位の水平;1一団離)81.5m

 熾大水深(桔高汐面下)195〃

 仕切1綱の種類金.1拘/6#8分[コー一ル4一ル染

 〃耐・責(ヒ下J1mつ∫加常)1.115〃

 海底長(低汐唄ド)84〃
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内側

 全長(最高汐面十1米水位の水平距離)78m

 最大水深(最高汐面下)165m

 仕切綱の一種類クレ毛ナ24木10節本目網(浮子,沈一子側は36本10節を

 〃而稿、905.i2使用)

 海.底長(低汐繰下)77m

 ※懸垂の方法

 両岸に支1陸をたて・その支柱聞にステー線(5分ワイヤーロープ)を張りて10mおきに

 ワイヤークリップで吊索(3分ワイヤー)をとりつけ網を吊り下げる。

 ※沈鎖3分を連続伎用

 .`舟の出入口内外仕切網J)北岸寄りに巾ヨmの..ト下÷…置を.設ける。

 ※底質11刷岩一部丸イ1丁あり,その他火山礫混のll・■1地

 D考察

 a価梢からみて概数2万尾位麦ての蓄養は1・不能と一留、われるが,最終的には海水一交棚状態の調

 査を行うた上で決.足しなければならない。

 b水澤・は入口に欠蠣に深くなっていて一養魚池としては適当であろう。

 c風波につ1.・てみると.東かr)の風波にや土強いものが承るれる上うであるが,台風等の;、士多響

 ヰI丈斗垣めて`レなし・と足三、十っオしろr

 d一水質,底質の面でも特に畏榊はみられない。

 養凧場として仕切式てたくてもノ」潮式でも充分使えると思われる。

 担当者畠山国唯,九万圧1一己,荒牧・孝行

'養砿場位置図
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鹿児島市黒神町長崎鼻南西養殖場測量図



養殖場位置図



 〔」I〕桜島口南西熔岩入江
 B調査方法の概要

 a其月間昭和38一年3月18～20日

 b場所鹿児島市有村町燃料入江(;ケ所)

 C地形測量2点問トランシット,ボクIツトコン.パスによる5平■舳!峨

 d一測深入江内はレッド側深,入江外は200KOF705型乾式(古野電機Kτ()
 を用いて測深し,最大干洲繰下のゴ戦に換嘗.した。測深定点は2一点測吊.にk
 り求めた。

 C調査結果

 a面積(有効面積)

 北;一1ほ約2,800m2

 南1桁4,150n12
 長湾1,740。。・

b

 地形別区のとおり

 C水深別区参照(最大干.'l1引繰下)

 北'I崎:最深部は.'nの入口で15m内外,典に行くに従うて次第に長くなっているが,.一両の入
 口水深5mを記録する浅一顯があり,映塩部1ヶ所4mを.=三・¥ずる凹所がちろ。

 ■軌一1i:最深郁は略,中火にキ〕うて26m,総体的にみて倉.。窄で音,る。

 長湾:浅い湾であるが2ケ所に5.O～5.4〃を1己・録ずる川万がある。湾口から60m位に大
 湖時千出して十50ωを記録する処が約10m程.一ちろ。

 d一'棚`術

 小柳痔の満潮1前後,各2時間30分つつの棚流を測定した結果から推察し得る棚れは別区
 矢印のようである。

 即ち,張{棚'itll⊂おいては反時計11jlりに桜島日の方から就入して来た術れが,反時計[り1りにそ
 のま工1・籠れるものと・南1旧中火に向って一勇昇成の辮t陸一止する41ハと小みられる。この,帽昇
 州は^牟キ渠弄裸図からもエ寛い得た、'こと1よないよう⊂おる。

 落洲洲は張湖椛の反対に=1与計回りの帆れを1」ミし,張,一刺流よりi一生い流れとたっている。.調査
 時の流速は0・8～2・98・柵/Sを示し1普・亀イケスか設置されている場所に比べるとかなり
 速い流速を示して1一・ろ。

 θ水質昭和38年昌円20日10h00～121ユ00m醗氷

         一L川山''一I酸蟻餅暇%''         調査点          水温%酸素吊PPM         N0場所塩素・量忽PHOOD
         1北11衙たまり池2.9司6.68ア57o.49
         2北浦ナまり他流出口28.88.70'.21O.44

         3北浦拠都表脅23.75.5310811.65フ1750.』0
         16.0709124238.190.列7

         4南刊11中リと部表頃16.8'.一i2125.o1九60Z98C.40
         底属15.48.8315519198.180.58

         5長湾帆部表層16.978614819228.09口.勾4
         底胴15.7b.6098.719208.020.28

         6臣湾入口16.719208.200.47
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 北楠たまり池は黄雑色を呈し,水温が高くてかねてから漁業考は温泉が湧出する処だと云

 うて1、・る。確かに水温は高く29べCを示し南浦表層に比べて約フ㌔高目を示している。
 又,塩素晴が一箸しく低い。湧出流は大したことはたいと思われるザ,問一檀はた交り池からの

 水が北柿のどれ位の碗1題を流れているかということでお私

 小胤測定によって高水慌を示すたまり池からの水の追跡を行うてみた結果では,落榊時たま

 り池からでた水は北浦の南岸寄りに1ごく表層を湘れているもののようであ糺NO・3表層で

 もかなり水屑が高い牛,水面下30ωでは底層同様16.Cを示し,NO,ヨの南岸寄・りでは,

 表囑26㌦から氷雨下10伽で約2ゴC水而下20"で17㌦とたっている。

 たキり池の水小低触でおるため,このようにごく表囑だけを禰れているものと思われる。従
 うて,イケス式湊魚においても,殆んど影蝉はない{)のと程、われる。

 馴百では10m構の1確素掃が大で飽和睦155兄の高値を示している。長湾1坦祁では5m岡

 が他に比べて酸素時が低い。長湾では海水の交仇が問・頓にたる・〕く今回禍査出来なかったので
 後日,改めで…周'査'一トベ会であろう。

 E総括

 綜合的にみて北浦,南市はイケス式薩姐場所として利用した方が適当と思われる。長一湾は

 前述のように海水交流状形を一充分把握した≡干れはならないが,立地的に小規模なイケス式と

 しても叉仕切式としても利用しうるものと思われる・仕切式では少し施設するた1+で充

 分局岬しうろだろう。海氷交流が悪い場合には・浅所(十50し刊)の堀さく,その他2}雪の

 方I法によづて好転出来るものと思われる.、台風の1杉響を令く受けない場所だけに,小概模で

 はあるが,今回の.調査地5ケ所のうちでは1一量も注目すべき場所ではないだろうか。

 相当者萬11」国准九万田一己荒牧孝行(現場測・尉,採水)

 上田忠1あ武田健二(水質分析)

桜島口南西弄客引地先

1

等深線図縮尺=
2.O00

北浦(仮称)
ぺ

◎2`

南溝(仮称)

 ■283川



小汐時張沙流

 昭末口384F3月19日

 満汐前2時間30分から
 、祐汐時まで_一ナ実測一一一_う推測

 ・」、～夕日寺:客名夕≡二缶

 満潮時から  2時川130分まで○間

 榊引■南西熔岩地先

有効範囲

水質調査地点



 ハマチ養殖実態調査

 甘目的養殖技術と経憎の指'尊並びに資料を蒐集して今后の参考に供する。

 B調査方法の概要

 a生育状況については不定期に各養殖暢'を同って調一査すると共に堵噂を行うた。

 b経営関係については事一集の終末期でもる2}3月に調査を行った。調査は主として聴取に

 よった。

 ○調査結・果

 a養殖規模

     経営剖j;所養魚場
     及び名称面積平.均水深放養尾敬期間

     00

     垂水市中摂築蛙式1987一ル75m運搬56,000     午恨養魚場池牧術51,2005月末り現在
     小割式5x5x5〃

     〃海潟金網生醤2ケ5月中古11～
     (セトロ:ノ半16,26舳目5×5x5m16,000

     川■1:l1欣確KK(十21.15皿冊目)2ケ1月」二11」

     西桜島村小池〃2K6角4.5007月一末～
     浜F日水陸KKクレモナ16本20節深4.5m2ケ12.弓下子り

     』山一'■

     東町宮ノ.1高〃      "1ケ5,6006月中千11～
     一1下水俸KK〃12月

     山

     〃I{→i牛尾〃      "1ケ3,3005月下↑ll)
     〃8円下τり

 み生育状況

 1。・築堤式の中膜養魚場では前年に比べて技餌率は高いにも拘らず成長はよくなかった。最

 大1-31》,平均1.04へgo9月までの調料怯換効率が低下している。(枚慈矧度が剤'隼の

 約1.7倍となっていることも一■王コであろう)噌肉係数98峠し歩留りは極めてよく。璽搬

 種蔚紋に付して85男,池放≡」允唱赦に対しては98免。寄生虫として^Xinθ,bθI1edi

 niaボ斉一Fエ{られた・がブ(書な筆タ已はなかうナこ0

 2.小割式て・は破洲による二色星が[で.・う1,二。

 特に順町宮ノ刊衙(長島)では8月21日夜一半・襲来した台風12号(Cクラス=.阿久般.ヒ腱

 ～大分県から日本海へ迂〕けた台風)によって破鯛かあり1碍営体は令部,約7市」を逃逸さ

 ・吐た。

 又,垂水市侮鴻さ,i舳水産では十21.15舳目の金。綱生費2個を作製使用していたが,金綱
 づ破れてかなりの1杢逸が.あつた0

 3。海1島て一は6月下舌りからAXin邑の寄生が大暗にみられ約4,30口尾の焼死がちつた(中
 600尾は寄生虫一一1峨式験に使出結・果は別報)従うて地色もかたりあったため歩留りは

 重6.5%と著しく悪.トった。併し8月以降の成尾:よ極めて良好で母大2.2岨茅,平均1.41》
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 を示した。棉肉係残ア2.

 4.西桜島吋小池浜m水産では7月28～29日鹿1,巳鵯湾1処桜島自浜7中で校入4艘一帳一網
 (八田網)で平」句200争のハマチ約4,5口0唱を採捕して12目まで養成した。12月

 末で700～800牙に成受。

 (股餌率が底かったものと雫われる。詳細不明)

¥投餌率,成長率,毎糾転換切率

 〔^養魚場〕

         体晴牙出放1唱湖間投餌最多(F)円問岐禰率r%日一開成長球工%餌料転頓効率団琵         期間月日役餌景
         W1;1Wt2K茅

         526313.8761642371.09914.0

         6

         1～15ア016151,1R一4756905.9ア5

         16～501630155.99口1フ651.U4.05ア95

         7

         1}15彗01251511,73335630.68.226.7

         16り51、252001624,370フ6029.22.9995

         8

         1}15200310!519,791Il63016.52.;514.1

         16～51ヨ104{01651.1981,04018.11.74958

         1}15410555152927r99214.n1.7ろ12.6

         16～305;566口15290721.02011.41.4012.3
         10
         1～1566077015!フ170フ1,112フ9.61.2515.0

         16～5177口8401625.58595nア380.54アう.2
         11
         1～158409201518,6517956.0口.6110.17

         16}50920980151Z8967955.6O.42ア5
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 〔B一養魚  場〕
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 ※水楊販売状況
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           残尼教?'J`,10.5,838一■凹I-10[I{11残尾μ0
 なおlC養魚均(鮎〕では・1～1月に池尤で/,10口'竜(平均1-1.31㌔茅)を1㌔ゼrり280
 ～300で販一允している、、
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 ※支出割合

   “魚場^B
   稲荷費3.「592

   餌料費51.861.5

   幼カ殻2.02.9

   給料手当6.4396

   版売雑費5.96.3

   旅費1.6

   消1名品個口.6

   通信費1.13

   会。養碓o.11

   擁侍交際費1.6

   備品費1.7

   燃料伐1.21口.`

   借人金利忠2.94

   修1・善代3.刈

   光典費0.月

   胞.1顯五腋5.17フ19

   舳人科Z2

   食縮萱0.8

   1去定福耳1」費0.5

   研究tセ0.2フ

   雑'1足o.62.0

   採捕費0.1;

   白1伝広告費0.6

   清蹄籔口.76

 ※付帯施設

A

 o～令」。徴r声

 1i〕15

坪10

 .、片230万円

 ○嵩丁*斗j程:般完{

屯敬3

1P25

 (1'一動車エンヂソ)

22万円

 ○投餌船(伝.馬船)

婆数2

;1薄入費6.5万円

B
5
4

70万円

八

FI1曳

船

 。閑
船
兼
用

2

 ○う亡'た貢美女

 」.苛〃一南31

 ○人夫蛎舳牧

延820名

 ※魚種別,仕入先一一一」河料≡峰入割合と甘牙一当り単価

 ̂'養灼、場I}当り1一も平均1社価  12.95「り

約50名

 (八田{1、帖子)

∫.
 1舳■己.ピ肺.暢

志内{三

東串良

古江

あ

%

ら5.3

ア8

4.百一
 '■石一

51.5

中一価

円

15.`

9.ろ

12,0

10.0

 きひなご■マーく洲一、、二一しはだかいわし
 名1j衛r,春一気合卒て価
 秀11希ロコ石『『

 13。口1ヨ。4101900.1S2.1

 __一__.り9j⊥1=L__

 帷少15.43。フ1口.・10.0
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 B養魚生易I}当り辛着平」匂竿千面1る円

     ＼＼帆あじきぴなご
     {士入x宮11合単価宍I」合単価

     %円%「
     1里■。l1腸i市場0.41ア210.613.9

     沈i1j・苛10.010.0
     一'■一''回

     内ノ、」l17799

     七一を呂4.520.5

     地元67013.

掴当一者  九〕了F臼一一・己  ∫一{・1{孝行

 タイ稚魚種苗化予備試験

 出水市側あ研究グループの要一.!I三にようてタイ州・凧の仙析叱予怖前作として、1」岬.!'亨'一≡と小用トラ
 ックによる」二事上1崎送…犬」険を行っナこので1=1…合する、

 エタイ側1帆柳一、整一ブけ克{一兄π問査

 試験者一手前に現況の聴取りを行った。その概略は次のとおりでおった,
 ○調査年月日昭和37年7月15～14日

 ○要睾の趣旨小」胆戸締綱(トノトコ綱)で4イ艇(軋が洲、些されているがli〒蜥舳.有低く日家
 {内慨が多いので',老暮壷して所得の上背欠を図りたし・、

 J漁期6月字川■』～9.10リ(窄・変軸ちり「

 ○漁場八代海(不知火海)桂1島川辺の岨礁・1欄を中心として打、欄梢躁飽戊(水深3
 ～50m)

 ○漁具小1砲手繰綱を主として打・一州1『,地曳r1門・一本釣
 ・1足」整魚罐漁j度量(小1四手繰1絹)

 魚種としてはキス,エソ,グチ,イサキてI正.確な漁、娃サは判明しないかタ

 イ唯軌は1111隻当の2.う～20}内々』

 ○タイ帷!,魚の市場価格1㌔茅'■自り平均河口～50円。

 ・」八代舳こおけるタイの戊手一～
 ろ月上川辛勺2一㎜

 ろ月中1114り5し珊

 7i18～12且伽

 9弓～10月15用内外

12円18-24工珊

 なお,マズイにi・ヒベてチダイの成長引し。
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 o7月13日採集した稚魚の大きさ(何れ{)平炉1音)

 一チダイ・95・加体侵78舳体重16.C茅

 ラタ'イ.全長リ1舳体長g3舳体重.25.4g

 ○出1jく丁度沿榊⊂÷・いては魚類蓄養適地が少ないlnで・種爵生産の一方途を講じた方が得策と思わ

 れる。

 以.トの現況調たに桂いて出～ブ.自協と協議した結果=,娃島て短期蓄養を1やり,蓄塗魚は牛菖{養(へ

 暢へ1一辛1差試験を行うこととし≠二。

 』[短期蓄養、式蛾

 ̂員[勺小岬{手繰綱によって舳煙されるタイ碓胞の禰苗化(イケス桐育の1コ∫否)

 B試験一号jl一芝;一1)帯要

 a1;lll=尋測所陸一自1i柳い東側(回1壬/0〃)

 h昭和三フ年8月21日～28口(23り24臼採捕,2,5～28日蓄祥)

 ・供弍魚■/Wち庄島WSlV5～'61、.・。(鯛市制1寿地先)
 ・i{一1:冠の一戸.操ii1榊が約500唱づ㌧を供I海月として提供・した。

 ■餌料としては池曳禍で漁、睦きれたカタクチイワンを弔いた。

 『2Kx2Kx2Kクレモナもじ一≡澗8x8,80径

 Fi91位置図

蓄養試験地



 C事モ肝争F吏{;{

    一一一.■Io【一I一'投網一一''[

    ''■■'.■'l1月日純一鍬1健碗敬一丁、丁1訂十一1±㍉一★十一■,㌧一元一一一1…皿1丁』一一'一一餌付状況一'備・考    一'。■'o'一一■一'一■II'一一'一一■1'

    `0凹■.'一'一一一÷
    止一一''一'一''一一■一一』■一皿・・■⊥一一一

    i■、一寸一t,郁㍉・(!.撒     一一」〇一'''

    〃

    一''【一1一一I…'」一一I''一''一

    一ζ二÷三一一で一η=ユ止、_._.坐L餌止わ    ■〇一'I■'■一''一'凹■.一

    一'一一。一'一一.'・'0一'・一千__一_.._._.一一_一。._」

 o.客空中の表面ポて温26.0～28.パC

 。ト.
 D一考牢

 a・』、沖ユ・「≡`丈.1.1弓によって三仰ゴ蔓き幻しナニ4イ相…∫qも今ヒ竈姜O司1青カニ=1丁言1三'番あるr

 b姥死の■主な柳州は洲.竺時の一招擦れ,帷洲による外1/}.舳1{1し壬に≡.!一''=一j'一ろ{、の㌧ようでI払ろ・■

 ・」見在,、、111.榊はすべてW〕;、舳似二入11て舳暢かrバ洲也へ遭ん':いるた・、I凧・期1㍑い
 【島含は苧死小母い小。手斬■τ円として利阜不十㌃る際に一よそ1F)分ナ'けを一ポ包≡伽:}㌧jユる乞うにデし

 みけ也iつ…、榊・コ三幸坤弓.1/1.11}の≡'.号工具工曹て=・`UKタ{立カ・]」引一E喝i・一ξ市と.曜、…r{/ろ0

 d短期.害悉中の螂一ビ率は2.9%でもろ。

 G畜産・憎に放産して翌□の夕刻にはかな`i1斤ご重に採餌し,悦与円以峰は改めて活上1壷に摂再が

 二'{れた、。画材は1イ{1雄でなし・。

 1L陸L二輪送.式険

以口的

 小1-l!トラックに亡るタ州1魚の怖送可41を究州・・十醐出舳1びに柵に障11㌃ろ仰,芒榊
 を一得る。

 B誠一事{三方,去の所要

 r。討一険生易戸折

 i主島～挿島弔禰({・、て・女1判)～牛般ギ…侑』易(1・ラック楡沃〕

 b洲;～月11

 1昭和ろフ年ポー?3日

 。・ξ一q{摘とljく景

 縦1.O〃x蹄2.Omx一高さ1.0〃ビニール等11に知雫O.85m寸で海水を入れた,、即ち海
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 水一量1.7tOnである。

 d補給酸素量8.2必/!11in
 e輸送魚長約50吐g(2,103尾)
 f氷による三合ま印

 輸送途中(11時45分)で1一牛水66I㌔地ビニール袋に入れ水槽中に浮かした。
 C試験成1.賓

 a輸遡1一団碓1171{m

 b所一要時間6時間(07時10分～13時10分)
 c犬候0ア時1口分～10時00分量(雲・;量8〕10)

 10時00分～13時1口分晴(雲・;・;;・5～5)
 d怖送中の魚外海泳状況異状を1…1めず
 e幣クビなし

 f活魚潜水質の変化次表のとおり
 水・質分・析一表

    時間WTocC,O,DビPl、{NH4-NFゴM
    026.611.ヨo.14

    126.515.10.42

    226.52941.15

    326.642.11.40

    426.846.21.68

    5ノ5.748.フ5.60

    624.856.18.40

 D考察

 ○プリ椎(呉と同康,マダイ欄.負も際上輸送が可能である。

 ○酸素補給吊は,凧の状況によって適宜加減する予定でいたが終始8.2¢/lH工nの鋪給…畏
 で充分たった。

 ・小質の枇をみるとHト・一1・・倍,….1〕で・倍となうており,缶に。時間以
 降H・一Nの鮎な舳カ=・入られるが,継中(・時間)一こは瓜に異状を確.認で柵か
 叱(生舳にはかカ・り一』1二機を射ている・ではないだろうか。)

 捌当者九万田一己・ヒ円一一思1月1武田健二

 マダコ養成試験

 一半摂狐茱協同組合との共同.試験一

 A目的

 各地で海帥の雑事装か排・もになりつ土ある中で,一3炉内海揃では香川県を中心として
 マ。ダコ養成唯茱が企業としてかたり有利一一あることが報告さ.れている、そして,その理南とし
 て,マダコは土1坦分化。≡匝舳が広い。1成長が1木く,歩留りが高い,単価が高く,しかも値開きが
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 大きい。餌料を擬ばず何でも食へる,設備費が少く容易に着手で去る等の点をあけている。

 本県でもハマチ蓄養が企業として逐次行われつ㌧ちるが更1に漁家対象にマダコを取ヒけ達

 成の試験を実施することとした。

 試験は牛摂漁・業協同組合との共同就職とし・毎日の直擁管理を同漁協が担当した。

 B試喉方・塗の慨j要

 a試験場所(第1図)垂水市牛般熔刈入江

 牛擬'塗急場外側(10月12日～11月16口)
 内f則(41月16日〕11月50日)

第1図試験場所

 b試験期間

 11召和57年10月12[から11
月30日

 C施設

1)生笹(筑2図)

 縦1.5m,牒5m,深1.35m,'容積約4.ら5㎡の末捜生費2ケを作製した。側」1輌,

 底面には16番線,15m4角1rの金'≡洞を内側に張り,と而は仮帳りにして,中火部に

 出し入れ又は投閥用の嵌め込み11目納戸を一役げ㍍

 生醤内部には長辺の岬佃1」に{段・5区口jの仰合せ式の架俸を8段取けけた。即ち・渠俸

 敬はパ両1041ろ画,計2つ8区醐である。

 牛世作製費1個34,000円であった。

2)設置方法

 主篭の両側上辺に孟宗竹を浮子として取付け,幹綱の一端を養魚場腱防に,他端を熔

 榊て結び付けて主賓2個を1mの問蝸を以て縦列に並べた。

 勺三笠咀ま{棚右冗ブナ向と平行にした。

 d種苗

 9月29日から10月11日の13日間に互うて,艇1、巳島湾1処の西桜島キ寸小池地先並び

 に一睡水市牛摂地先で釣によって漁艘したものを使用した。大きさは150～1,1口d牙で

 あうた。種苗集荷期間中は殆んど1人の釣薬者から受入れたため1日の受入四教は少ない

 時は引」⊆,多い時は52匹であった。受入れたものは生管に順次入れてゆく方法をとった

 ために充分段禰したにも拘らず・この期問中の歩I咳が昔しかった。
 禾奄丁百{奏一苛!睨置確5中1つ歩・1載り
 受入総牧の;5%確死確認個体数の'再■1合約13%

 行方不明(友喰「(は逃j睦?)約22%
 なお,1号乍・管には10月16日り17日と22日にそれぞれ13.,6.2211〔を=岨加放
 養した。(牛醍漁協)
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第2図  マダ.コ生簀箱設計図(単位㎝)



 θ試験区.○蜆棟

 ヒ記のとおり1う口問に匡うて集荷した種衙の中,牛存し'1=いた走、の2281j』を/0報
 !2日に程刎すると共に=汁景して1一号牛二誓61]0.チ王'U二.1バ、の681」⊆、
 2中ビー管550メ以下のもプバ60{をそれぞれ炊美した、
 f餌料及び投餌

 冷凍した7ジ,キビナゴ,又はカタクチfワッ・を1リニ片1、

 枝柳は1日1回・大体総体市。「r口舳役正二一;・1“'いごlI・,'川・考し・)岬に上つ・■朽
 宜加'一起し,できるだけ残り・再.Dでな1.・ようにi.,た。
 ぺ体重測定並びに帰除

 1D月12日三哩別,!一十号モして,11月5,日j」{ヒH「1ヨ・三,='1=1生計=,;1・.十二、
 掃除は1残り餌の取り炊きについては,F1手!1,jツデー・仁に行rことに“・1たが,ぱ之吹～二
 とは'与易ではない。考1慮の・…言.他一が払ろ〕

 央枠を分解して全体を帰除すること:よ,准『1,ザ1'llいj=わなかつプ=。
 G試験結果と考察

 次貞のように歩留率が一1聾く失欣に終った、

 平均個体一敵ついて放義時と収..ヒ時を比11けろと,1一竹管・一こ!ヤブ日2.ヨ矛.り1。一■)か980
 8と俄かに増重が乱られろが,こ川立大1甲いぺ、が!」〕畜化したこと七、■kきく;、白1嘩しこいゐと思
 われる。

 2号生費では361.7牙のものが888.4浄約25倍に成日三している。今1ミ11の試1残、(おけろ
 最大の問1r唱点は予想以上に側1巨卒がi考・しかうたことであろ。
 では,何故このように減1.』が庁しかったのであくうか、

 先っ蜷死の緑1邑をみてみると,何れもi珪別,攻接后16}18日。リ間に最初の姥死が確Fこ=さ
 れ,特に大ψ1号生費におい'こ塘九が皐い、

 …式'珠年占.栗=
          ■

          生笹番「一1りI1=」サ?.[ワ皿■
          一〇一山川」.

 
         
!

          放差最小偲俸;江F■''ll「1600一1b0
          取一ヒ平」句1固化I班[・.イー9害□888.4
          取上帖大個体・戸11=:=、■r,5001.200
          ■00-I一一'一

          取」二」『王小閑体1グ号{字600'一一一一■'一60■凹.一一
          ''一〇一一山一'

          沁1へ吋!岬;1モ=㌔亨33n

          べ{4㌧ζ35口''一'・'出           1.45
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 日別焼死敬の変化

10

2号生笹
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風
接

1一号生費近

1;61022

1匹匹1匹
追

 ○Ct12.り口OCt

2050

11

NovユNov■ユ

4050日間

NoV21

 第2回は28号台風拷.近后,生笹をハマチ蓄蕎池内へ移動してから取ヒげまで引続いて蛯

 タビがみられた。

 最初の確化に関しては,1号生管(大i刊)に引司に亘うて1巨加しているので,それらのもの
 が前{i三のものに襲われて雑クビしたものもかなりあろと思わ土しるが,焼死体を」板ヒげ岬察した

 結果ては殆んどのものが卵もちタコでしかも艀化直前の卵をもうているもの小多かうた。
 一般に卵もちタコは,環。一応の変化,その他取扱の一寸した一無、理に対して極めて弱いと言わ

 れているが,このようなことも一因しているものと思われる。

 焼死体は殆んど腕2り4本を喰い争〕ぎられ,小さなものでは■互に蝋がはげているものが多か

 ったO外部あるいは内部に寄生虫その他の病害については確認されなかうたO

 健」ミ!、状況を観婿すると,生管内で大!胆の4)のは常に直都に儀息していて非常に糊張.り争い

 がはけしい上に架な一定としたい。廻には衰弱したものや,後で追加されたもの,又は1両側

 ・巣粋の間の底・郷金納上(以下運動場と言う)に落ちている餌を摂りにきた小さたタコ等に一村

 して某昨の中から腕を伸して自分の染咋の中に引うばり込み腕でお⊥いかぷすようにし一て抑

 えてし・る状辛兄が唾々みらオしナこ。運.勧j易の巾が狭い雌し・がなし・て・もなし・(62じ皿巾)又,運動

 場においてタコ同士がからみ合い乍ら盛んに靹・っている状況も唾々みられね

 このようなことか「)みて最辛リの17}18日間の焼死は共■食によるものと衰弱(卵もちタコ

 は釣による漁、隻時の賜害に」二ろ)によるものではたし・かと推.察されろ。

 次にい月16r.i・28号台風接近にようて風波烈しくなり・ローブ並ひに浮子竹結付の針

 金が切断して,1ヶ.月は海肢に沈下,1ケホハマチ蓄養池の鉄門扉を破損する恐れがあっだ

 ために生費を池内へ移嚇した。海底に沈下した生費も1日居に池内へ移動したが,それから

 取上げまで第211「の焼死が続いている。こ1つ間の焼死について直接・管理.を行っていた牛薩巻
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 魚場職員は11目2;口からキビナゴ,カタクチイワシを投.与するようにたってから餌付き

 が悪くたって培死が噌カロしたと言うているが,・蒼花けそれ以.前敬日においても起つ(、一・ろ.、

 榊湖の疎通馴ヒ,11円16日と19臼便一半から20日早棚にかけての大洲てよろ低齢Iも考
 慮されるが,現布までのハマチ蓄養場水門附近の塩分凋査の結一粟では,水深0.6腕{.宜い人1'㌍て
 は降!卜in-11多蝉は冶んど確報されていないので,低鵠'二よる莞1七は二考えなくて“よいのて:主だ

 いかと.習、われる。拷同,ハマチ蓄・春場に生普を移転してからの洲.允の.凍=両11ポヒが主な原因で

 1工介、・かと1洋オ{し'二って・㌔っナニ{二,11月;0日1巣一キ凌・与}僅早・取』二1一ドナごどころ,止仁{甲内1ま1戯目k

 !辿おり(」一i…権虫・咋浮・'邑又は残り一'河の榊」女'f)娯伜のヒ面には浮泥のj稼晴老=しく,(1。珊{一テ」陀竜)
 下和ではかんさしごかいの〔火1竹か=・なる権借の着生がみられた外・生符・の全面にフジツボ

 ソロボヤその他の着手が築く,生管内は汚染されて1一・る状態であうナニ。

 このような代1句(卯えて,1『1引1術の東沌'正比も彫蝉し'(乍管内の氷質は,かたり汚箏されてい

 〕、・のとム暮1佼され,塙2!司の一幻真原閃は生等内の汚染と若干の共喰によるものと.雫.われる。

 タコ・・一1一、軌'号…において,7ジIソホ俺の着生片しい・1〒1モにはタコの噂1.1!、が極めて心ないこと,大生

 のタコ舳榊鮒τ1う㍉佗㍗でなく,きれいな砂地でちる1ニピ車から一考暇すると生静内は後半,1・摩
 一1二,、場として柄めて一イ・、1壷な条件下にちつたものとξえよう。

 少なくとも1ケの生箕は予Wヒ管として,15日毎f立に掃除し乍ら交替で使用すべきであっ
 た。

 醐n{中の・1貫育耳:代ブ了旨{文i改淳!一〒15□{ケ{士∫tl～」Iて・あっナこヵ;,そ寺L止力汽1調.'皮の11黄1、、と妻,もる、・

 は海水が,菊つ仁11寺'伝犬凧付きが・・=j1かった。

 海1j(が特に・、守,村〔と書1坤耳f寸きも榊“・'ゴこ1=支好でジ浮股の2仔位一八骨を摂つたこともちった。

 '1月23『かrrlt一アジの代りにキビ十=・',カタクチイワンの;令凍ものを一与えたか把〔餌I呉く

 アジを与えると一ヒく一1食べた.、1一;}初う一1ら■フジを伎一与したた'うか町を柞えると11呵付㌢がよくない

 なお,了ノでも:辛廣一D.よし・も.つて:・たr、・とi宴さ写しなし・傾向か多分に.主プった。.害湊タコにおいて

 は脚料の選択代がかなり1庵く.伽つ一h一でくる1つでにた一、・かと.lo、われる。〕'1上初の峠付11)喋から各

 種の維舳をとりグ…て投与オることも1つのぢ、妄ではないかと思われる

 期間中の水温は25.5㌦～21.0㌦であった。

 D売上げ数肝,一金額

 11月;0日取上1-r総弔吊48.5K乎のものを竹生・管2ケに入れて12月1臼鹿111己島市市場

 に出荷販りモした。

 竹生一瞥劣在中5匹4■》が蛯死したため市場水揚市一,l1は43.7!{茅で,単価,金額は次のとおり
でもった,

 22.ろK茅@2n04,460円
 }計Z…円

 21.4〃@1503,210円

臼1商要

 1.牛隈漁業協同組合と共同でマダ1コの生簑式I蓄養試験を10月中～から11月末にかけて

 実施した[

 2.結果は,減1,Fが著しく,失敗に終りた。(・歩榊92～2ア5箔)
 i減1島は種苗集荷期□丘j中においてもかなrみられた(減!・ε率一5.5%)
 4.原因として考え=)れることは

 に鷲集粋搬淋ソニ便1請警腎燐性鰍繋皐月顯洋
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 ば生笹内の汚染と名子の共喰によゐも一〇と推察される。

 Fこオてらの天守今度と円瑚棚点

 1.司・1巨荷工に荷を短期間内に(1～2□位)で行うか,選別して[舳τ収言竿す:3一ヒうな生鴛も

 一考且祇す三,必要があろう。又,できるだけ点コ'一航で漁雌したものを押出とした方がよいと巴
 ↓一rギーる。

 2。“ゴ{構1ユヒの固一■壬塵としては,.■巫動場σ)ll」,映伴の欠きさを抑、1千,榊単に唯1'手七分㍉4し一1二

 掃除し場い井i背地に守ることが心残であ7,0

 5.吏に映本的には共一念褐'一三Iを考点して11一!づ」[{'存する.ヒうな生控が理想的一〔I.㌔ろ『o

 4.稗帖として,7-1〕nチ』J.上の一タコでは卵{)寸つのもC)も多いので,1:きろたけ小'1一{の3コO

 チ内外のものを伽円しナニ方が」〔いと思われる(リドい)ちタ1は姥死し報い)

 5.予備'k賛1f固け必r)す華'1市し,状況に赤1二で一定剛1上ヨ毎に研除する・拝・小・に要でちろう,

 6.碑瑚i:1而O疎・画良在チたj易所Iを避.≦;ことも.一i千』妻て'.おろうO

 ア餌料は1、巾珪の。ヒ、・各氏直の一雄,沌をとつ土一ミて.与え'こ一与ナー二よいと.思われる.。

 8.箏価の'.一1備{二人られる12,H1・.十!」取L;干た目喋として1王.ミ季す一ぺき'⊂一あろう二

拍1半老  、調在郷{・…  I・;1■山国筆

 力」一万晴一己

 1一.1:枚挙fテ

 イケス網の付着物とその潮流阻害について

 制汽午オに亡ろ…呪

A

a

b
 目口勺イケス1・1好{1オとそれに一書正一す引

 ス内に1」i決する.棚、,1流どの一一峻

 碍ろ。

 試験方法の概・残・

 顯I閉≡≡ヨー{季一'ろ7'『三8月9[～iロハ8一

 場所一幅、欠市中艇熔才1入江

 、I一着物■引1皇{.li■辻の関係並、ぴにそれら付、ネー1物がfケ

 1岬.書・しているかを究明しイケス科=j改良の資料を

1.60□1ミ1!

 ・1)塩化ビニール従・笠件1舳1大1一長生16.1〕ろ〃“州1今1・.一j杓、

{

 2,lll」_トキ「`.15一・・}61-j目

 「3〕綿→'・24本,10ポ…。肘Hj工

 I。いナイロン24本7倉!.、,1''jj一.1ミ

 何クレモナ24木7す!iI1一例他

 O'クレモナ】」じ・;1一一18×8,1〕1二生111地

 句迩丙して.'、二il).ビーな形式のスr述一別ナτ・作{=1一{し'二.一

 1x1m一一F万の6・!村1ヒ1,榊1てL・l1缶.1-l1二片弘・っ仁

 榊1j.他0.2xlm一。`一・つ・一ルに1,一{1一;llった1の.

 イけ.イ寸着「勿一・、・')一一な1ヒ、並つ:に、、二毛1旦…1」走用ヒし'こ,口1二.

 ポ、舳、

 =)各i州づ㌧、

 ・H一一]

 'トー、=物の1草!;r一往1;用〕1し、て～1・1
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 した。

 d一施設試験桐む1剛洲方向に対して■育角に又,試験綱の中心=部が水深1.5mに位置するよ
 うに片1三段し六二〇

 e』孜」ヒげ,調脊腕…刻青7日目,25円目,4口日日,6C日目とした。
言弼査成{.賓

 a吋一着物母の変化

 前■;己イ綱を海中から弓1土げ水滴カい与ちれくなってから白勅吊下砕を円いて一汗罰=し,,1植弗当
 初の胴糀煎{一・を串引いた値を付好物;1;1(K茅/m')として表わした。

 Figユ付着=物・吊1の佐北(1㌔タ)

 竿㍉4-!練物納ヒF'ψお
 i16-2亭掘皿H1枠』目フ)小さ、・もの工、,{寸着生勿÷士が名い作夏

 向がみられ,↓一ず1=ソ=斗『,クレモ'卜「i芋j,

    //
    1

    凹竺竺且明_」_

    」,.クレモナ24本7帥    '/1

    綿糸24本10節

    ナイロン24本7節

   
 
I

   
 
I

    ルモナもじ脳8x8.60俺

   
 
!

    .'

7

254060日目
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 被覆鉄三・甲桐26舳トrでは大同小6艮で、ちろ。

 被糧鉄線26珊冊目では0.61》から0.91}
 圭で1一所榊がλら・い、ナイロソー州と共に蝦小
 帆を示している。

 被1硬味線1`州1こ1文0.72!切・ら21}
 圭でj亨;一り11し7～25日の1罰で付着.物の・i一、

 加が!1・三高著にみられる。

 クレ手・ナ24本7節て一け0,451・タから

 1.25■、茅まで'憎柿し,40日目まで;ま殆

 んど変らな1、・・㍉…40～60日の問て・やぶ

 ,=』i一;者である、

 綿糸24仁101i戦0.8■》から3.1i・パ
 で増加し,クレモナもじ網に次いで多く

 40～60日の問で!llI崎老:てIある。

 ナイロン24本7節では0.5K孕から0.95

 …㌔タ史で噌カロし,25日から60日の間は.

 殆んど変らたい。

 クレモナもじ絹80径でけ1.0から3.8

 }まで増加し40～60臼て一1Il『著な増加

 がみられ,他の洲に≡七べて何れの一調査期

 においても付着物は名1,・。

 クレモナ4)じ榊,綿糸7節等で後・半,1・椚

 著た付着物鶉=の増加がみられるのは後記

 のようにフサコケムシの着生に起因する

 ものと電、,っれる〔



 1⊃付着物の種.類

 前記㊥網を調査期毎に取り上げ各種類の鯛毎に分けて管瓶に入れ10%ホルマリンで
 1。生i定,後日,査定を行い,その多寡」をCr法で一表わした。

 資材別,調査期日一桁の付着物種類査定結果は箱1表のとおつであろ。

 o7E蜆においては何れも付着睦一褒が殆んどでNi1:zs]ユia.spSγned-rasp
 MeユOSiraSp等が多、・。
 側オ別の付斉物種類差は認め難い。

 o25日目においては付楕徒換は余り変らないがNθmertinispP○ユychatas-p,
 MOユ1αscasp,Amphil⊃od-asp等の箔乍がみられ始め,特に綱目の
 小さい綿糸,ク1ノモナもじ網ではMOユエusca,Amphi-POd-al『)着生が!11目若にあらわれ
 た。被綬鉄線綱と合成繊維I」桐を比1校すると,・“押'・小さい辛j雌鉄線剖(15舳目)と合成

 繊維網は似たような着生.種類を示す箏・州目の、㌧曳い被1聴央線では・着生種晩坤ム小ない,・
 o40日目においては付着賂藁の蒲生は1一[変らず博しいが屯にLicOmO-phoraspの
 結1佐がみられてきた,そして何れの一=辛1にもフサコケムソ,AmphipodasIpのノ汽生が多
 くなり始め被唖鉄線11拍ではアオノリ・ソロ六ヤの着生が・.一9められ心

 。60日目においては徒凍は変らす,大1;,槽として穿い、・ものは.7サコケムツで特に綿

 糸納,ク1ノモ十禍では■.■!O省でちうてその間にカソガゼ,ウミウシの凄.一息が調め「っれたほか

 後者に.おいてはアオノリ,ヒビミドロの着生も劣くたっている〔

 C'1酬洲阻害について

 海中に施設した(う桐州f1後においてCM一工S仙胃気徽州恒計(1団11雌探)を用いて流
 速の測定を行い・一揃人連を100Zとして・減速川1リ合を%であ「・わし1!ロー審度とした、

 綱の前方における測定.は.1判に約する的」Ilがないと思1っれる洲と舳の閥の前方約1米(水平目

 離)の位置で,後方における測定は一各一i一=:『の中心当1;から1老一方0.5〃の位置で測定を行い,3回

 1則定の一平均値を測定席として割合を求めた、

 結果はFig2のとおりである。測定した洲速は1.5～ア45。柵/s剛r正湘であった。
 期問を通じて阻害嘔の低いのは彼覆鉢微細261m目,次いでクレモナ7節,鉄線.1判16掘皿目

 ナイロン7節の順で,最も高いのは.クレモナもじ『一岡80径である。

 綿糸一■消10節とクレモナ。,判80陸て一は7日居においてすでに4口}45%の高い且宰随を示

 していろがこれは,付着物の着生もさることながら1:≡1相の小さいことに大=きく起因している

 ものと思われる一、付。1告物の州、り口に伴うて洲允の一〕止'柵三は高くなる傾向がみろれるが,その割

 合は必ずしも比例的て一はない。破砥炊綿網16岬冊目ではクレモ十7節,ナイロン7節に叱べ

 て付屑物が多いにも拘らず洲心乱害唆に一おいてはさほど高い値をボしで一・たい,。

 D考察

 一定の大考さのイケスを使用して蓄養を行う場合,1侮一矢の溶存酸素が」定であれば,これに

 収容しうる量はイケス内の海水の転換率即ち,イケス内へ市大する潮流速によって比例的
 に左右されること∫なる。一州仇の阻害はイケスの他日の大1きさと勺I・着物覇二に」二って影響され

 るもののようであり,今回試験した材料のうちでは被概鉄線26冊冊目が最も秀れているが・

 クレモナ24本7節,ナイロン24本7筋も僅かに劣る程度でちる。このように両者の問にさ
 1モど大打〔差舳…みられないとすれば,耐久唯,取扱いの難易,フグ等の.食害等を考I童に入れ
 てイケスの使唱がなきれるべきであろう。

抱一当者九万田一己
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 Fig2　潮流阻害の程度

 60日目の付着状況

 クレモナもじ綱8×8 80径  采哺糸24本10食i

 ナイロン2』今.7節  クレモナ2』木フ

 塩ビ被覆銭紗 16伽目  塩ビ被獅鉄線 26伽目



箱1 表付着物査定結果

          塩ビ被艇鉄線金網十16.26刷地目点ビ≠1
          調査期I1正ljIlV工

          lPROTOZOA

          CeratiumsPγ甘μ十γ           一一0

          TintnOid-eesp

          臨d-iOユarias-Pγ

          COE乃ENTERATA

          腸ユθciums1⊃γ二
          Actiniaria。

          「亙。t.n.aγγ

          RHYNCHOCO皿LA

          NemertiniCアrCγγ

          ANNEL工DA

          P0■ychataCγCCC

          BRYOZOA

          肋馴ユenθritinaγ!uじcCt一旭ucC

          B,caユifornicarγγγγrγγ

          MO工LUSCA
          ■一'

          Brachid-0ntθssenhOαsiaγrγCCC
          Ostθrθaechinataγγγ

          AcOeユa

          Gastr〇四曲ユa・rvaγγr

          Otherpeユecηoda=Lary塾アγuじ
          CRUSTACEA

          BaユanusCγγγγγ
          AΦhipod-aCUUC1じuじC
          SτγCC

          乃価r'」一一γrγγ

 絆1}苧ギ
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本10節  ナイロン24本7節  クレモナ24本7節  クレモナもじ網
 8x8.80径



資材  塩ビ被覆鉄線金綱
 16.26㎜目

 塩ビ被覆鉄線金網
 16.15㎜目

綿糸24

調査期



本10節  ナイロン24本7節  クレモナ24本7簡  クレモナもじ網
 8x8.80径              二

              1πiV・rTτ[[TlI

              」廿ナ
              rγγ

              6r
              I

              ■
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 ハマチに寄生するAxineheterOcercaの駆除試験

 近年ハマチ蓄養の業債が上ると共に各地の蓄.餐場にI企て,寄生虫に□]る破争う…出ていろ。i毘児

 島県ドに於ては,昨年畦は1.u川においてパ今年は海.島にお1、・て6月'Fhl」=りすべてのハマチに

 AKinθhθterOCerCaが寄生し.篭死=魚が現われるので海.潟で蓄養している一僻を用いI(

 寄生虫1-li整除試1険を行うた。

試験場所桜島水峡館釣堀池

 ;式1験期目罰昭手1]37年7月5日～8目7日

 供試魚無作意抽出,検賭によりすべて。フ)ハマチに寄生虫がい。ろと思われる衰弱帆

 600.尾,平」勿体匡16.5し別体植50チ

 ・詞脊綱0.9x0.9x0.9mクレモナ6個

 1.8x1.8x1.8mクレモナ3個

 方法試験は経口投与と広一急処理として没1榊二理について行うた。

 I婦□投与試験

 従来1吠医.・庭として用いられるもので1」f'姪パ父口1吸虫,条虫の枢虫剤ビチン(テトラペキサジク
 ロロフェノール,田辺製薬KK)及びへ。くラック(テトラクロルジフルオルエヌソ,武田於憧K

 K)を使用したが,前者は一,与崎県沿1“榊裟指一」事所う、Axinθク)・1桃除試験に用たもので(昭和56

 年10月第1回ハマチ会議の際発表)これを走用化する日日'〕で再.淋一責を行うと同時に,さらにこれ

 れに類ヰる眺由刑ヘパラーソクを用いて行った。

 この祥口削テ試験に際してけ・宮崎大学」農学部木村正.雄教授の助言をいただき実胞した。

 段々方法は,ミンチで破峠した餌(約100戸)に乳鉢で納り込み,投与を打つたが,ヘパラ

 ツクは液体の'為ゼライスパウダー(ゼラチン質)で一1ヨ.ゲル状にしてから餌に1見入し,1口1～

 2回投与を打つだ。

 皿浸盧処王聖・式彰臭

 淡水魚に寄生するGyrOd-actyエus,]⊃actyユOgyrusの外部寄生虫は主に浸漬処理1一
 よって1駆除を行うているが,ハマチに寄生ずるAxineκはこのようた方法で幼果があるかど

 うか,了ンモニ了氷と水1酢酸の併用,ホルマリン,]西粉,食塩壌について,各々膿度の異ろ試椎

 に鰹う・らとつはずしたA区inθを良漬して,.一定時間に、蚊ineの収縮運動導の状態及ぴ致死濃

 度について内1岐的観察及ぴ検鏡にて調沓を行い,この予備調査で最も効梨がもると思えっれろ試薬
 に一ついてAxinθの・奇・・セした圭))状態で浸漬処理誠一号一黄を打つだ。

 』阻効果判定方法

 各試験区よりハマチ2～3尾をある時間ごとに無作意帖出し,海水を入れた時計肌またはンヤ

 ーレに切出したエラを一枚づ⊥針先にてAxineを掻き出し,内111↓的観察及び検鏡に」こりAxine

 の生死状況とその燭体数,Aauユt二yOu㎎の割合等について調査を行うた。
 生た試験の効果をより明確にするため対照、区をもうけ比咬した。

I^307^



 lV結果

 1uビチソ投与一式験

 1乞jr備丈『論

 ビ・テソの投与;土を3区分に分け,1日'

 後に調布した。これを第1表一に示す。

旧冬1一=投与試験

 閉だけ投身して,効果榊定を1円後,2円唆,5□

 な丁㍗、㌶㌫㌫黙れ。続撫二∵7㌔
 この試1節で,ビ羊ソの卿膿・士は425〃gのもので10一制,1.一145〃9でポ正リ12,087〃ワで5字1」

 程■室でピチソの幸一小多くなるにしたがって漢榊「斗が嘆くなっている。構2声…小らビ手ソに」二

 ろ{生二一已科～界・一三{={tξ魚1本軍1K茅半り1,000〃ヲと一帷{壊されろ。

 lC〕吋;句一役.与=式.昨萸

 舳:長・行1=㌔消つ50・ヲ/liayr日1口・11〔榊洲1・;小を行い1そ・つ門脾1日1rから
 5門後,8□後,11日榊畔売股与宇'ア後さらに3F1陵に有寸1一票用一定を打つだ。緕梨は第3妾

 の樋り。

 12:ヘパラツク段.与一試隙

 ㈲予備試破

 投与計を3段!1峠に分け・1日間枝与をおこない1H:一登・2日後・5口後に切界一11院な行う

 た。その結果を頂4表Iに示す。

 に,1躯続1役。与試」策

 予備試蛾にn引いたハマチ。Ol一も中ア5尾を1「いて,1日1「1j1ヘパラツクt・・1=走与して10固

 連続投与;式一;1角を行ったO

 なお効果判定は段一与引上じめてから5口後,a日後,10〔『司の「1工続投与を終りてから,

 さらに4日後に行うた。結果を第5表に示す。

 州侵衛処刑試≡絞

 ㈲一予備試隙

 ハマチのエラからはずしたAxineをホルマリン,氷酢酸,晒粉,.食塩等の言式楽を用いて

 これ等の添加海氷に浸漬し,第6・表の上うた結果を得た。

 このことから,ハマチに被害を考。えないでAxineを一駆除出来るのは,=水作≡確と食塩であ

 ると推察されるので,この。2試薬を.弔いて次のと美な誠一検を行つたが,氷酢聴での処手甲は,エ
 ラの粘液を除去するためア1ノモニア水(0.02UC/彦～1CC/珍2～3分)で前処瑚したあ

 と水1酢酸(0.2ぺU/¢2分)添加海水に1日1n司,3日干司続けて処理した。

 効果判定を24時戦に行った漱・ハマチ6研・3尾のエラに蛯叱した姐ipeを認
 めたがその個体敬はハマチ1尾平均5個体にすぎなかった。なお生きた蚊ineのハマチ1

 尾に対する平均は54個体であうた。

 rb1食塩添加海水処理

 溶最80珍のタンクを用いて梅本に各々堤る濃度を作りair-pumpてaerationを
 行いながら,Axinθの分,離やハマチの満泳状態について神薬し,この処理ヵ;終ると直Iに1

 尾はAxineの生死」た況調査を行うと共に他の2～5尾のハマチは予備タンクに放養し18

 時固後にとりあげ効果判定を行うた。この結果を第7表に示す。なおこの時用いた海水は水

 一3①一8}



 滞26℃、疽素・1書:198払で.おった。

 」以上のような結果を得たので5名のハマチを1096fミ塩。側ル州く一‡6に3分軌芝盧処理した

 ところ12.4形,引続きそれを海水に移してから5分1勺に8.1ア6,史に5～10分内に70.1

 名・10～15分内に95名の割合でAxineがエラから分.離・される・1⊃が'{められナ島

 次に同]じく10ラ6食塩'添加f毎.{(て1・1・介処1=正三しナこハマチを,i海水に㌔■許して1分後,エラを.噌

 察した結果,1噌には分く,ミ召められず,佃の16己に1丈2f旧11崎生していた。

 50砂処理では10分後にも5～44イ剛仁D生きたAXin・∋三、エラに訂「三していた。なお

 6分舳妻潰した場合にはハマチが市に路七した。

 依ってハマチに.1悪1杉坤をワえ・ずAx工nelIl)1=1ぺ=1ミ1τ;1{1+ろ,農吐と一1字1司は10/6で2～3分で

 右〕ろと考えられる。

 lCj'欠他j,仁∫円

 次パく榊榊舳弓池に蓄玉串つハマチ70榊〔つ=・・■=10・61川{添1'=、毎.りく(80彦r回に10

 」君程度)て処f■寧をおこたっに。3F『陵にハーアー∫'乍桝1111.㍍尚出して・l11,ヨ脊寸るも.着くAX-iηρは

 みられなかった。

 この結果かF.1実地応用としてAXineの吾∫■.一ていると.1一害、わハるハマチ1,000吊につ1,・て

 10名食1、….{添力口海氷r503を牙1いて,1nに50～60尾を2}3分間、曲責したところ徽扮

 離した.AXineが海水中に浮=木しているのが戻、られ,この処一!=似てようてハマチが1姥牝したの
 ̂よ全く一なカ、っナこコ

 V岡.、蟹点

 ハマチに寄生するAxinehθtθrOcercaの1,{区除は今'「コ・つ試験では食塩添加海水に浸漬す

 ることで=・貞まも・1」14吐真タカ果ヵ・井〕っすこ。与べるに1・ミ」.ぼr=祭り口…侮4(に、ヒるむ圭i黄4ユlI唱一ま

 1.・一書血池に放五一された」」1つ

 2.蓄遇昌赦が非一1音に多い/、つ

 3.」竜一大の場合

 1・裏f年か升」一榊〔閑難且つ時間とti』力を1嬰ずる。

 さらに蓋養地の場合Axinθのリ;!小放出され1艀1ヒ,した上易合,ハマチに寄生しているad-uユ1二や

 you工]9は完全に≒区作出来ても・次に海{〈中に竹泳ずみ幼生miracid-iumが閉着し再拝乍と
 なる今rl]1の調食で完全一=1区除を打つだ70」τ;のハ■～チも,25日後に、†一多数。AXinθがどのハマ

 チピニ、エラに{)寄'ヒしてい^。

 」二一1日のことから技{)㌣ほしい'㌧={球は経口段りに.上つ行うことでちろと.蟹.う。食塩添加海1jく処理

 は種術時に応危処置として用いれば餐'帷場で・つ被'琴を最小にくいとめるのではないかと曽、う。

 〉1讐りに

 この試嫉は!π児科脚j(一試と1圭舳鴨大字水唯宇部の今'i1孜一着が共同で実蜥した。又,宮111,号大学,

 木村正雄孜授からビチソ及ぴヘパラツクを名㌧一=1(提供され,はついム1,・ヌ)助言を与えられた。

 塒池で1引乍茱,,印,{は桜島永'芦…川長中1ノ{官べ1=ミ`,耽大木中学部榊畑中丈1一十一学生1洞11崎仁四,l1=巨
 蛇牧が分相してf乍った。

円当者虎牧一孝1行
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第1表  ビチソ投与予備試験結果

 風体重1=》当り

 の投与帰

供試魚

曙教

被綾

羅敬

 ビチソ役与後のAxineの個体数と
 aduユtlyOungの'亨!1合

1日後 2臼暖= 3日後

100"ソ
d-ay

60

 1。。(・。)
145(28)
31(5.7)

100(ぺ61・

54(614)

66(371.

75(911)

41(4:6)

25(515)

 川"シ師  ∴⊥二五:1⊥三∴■㌻
 …"ケ・。。  ∵十∴∴∴「1'1「

対照区

150

14

7(812)

100〈

第2表  裏手話投与一ら{:峨結果

 瓜体毛r一}当

 りの投与1量

供試魚

屋籔

 投与後のハマチの堆叱

尾教

 2h後  4h後  5h後

 ビチン段一与後の

 AXiIユθの個体数

1日後

425"ツ
day

47

33(6:4)

200(7:3)

75(517)

 川・"㌦。 48

5(9:1)

1g(1・=9)

67(713)

2087"ケ
day

48 1口

82

0

15

(911)

(515)



第3表 連続投与試験結果

 魚体1頁1札g当り

 の投与賭

供試魚

屋敬

 投」与後1りAxineの幅体数と割合

5日後 8日後 14臼後

50"'レ
d-ay

50

113(9:1)

367(9:1)

236(9=1)

86(1:9)

99(a12)

 41(101r〕)

47(910〕

120 ・・5(9=1);
253(10=口)

55(10=0)

第4浸  ヘバラツク投身予備丁式・1表結'昇

 無体重1・ソ当りの

投与董

供

尾

試

数

披

嗜

倹

数

 段与存…のへXineの{固千木老女と

 aduユt工Oungni1合
1日後 2日後 3日後

 1。・㌦。 :1:::ガ;:lllゲll::;
 84(三ユ上史)

 …'"シ卿 30

28(5.5)

27(416)

56(6:4)  llllllL1王11111
1000"レ

d-ay
50

20(7:3)

7(10.0)

53(1:9)

51(812)

25(6:4)

54(715)

55(614)

15(515)

20(713)

対照区

150

14

7(8:2)

100

第5表 1塑続投与試験結果

 魚体電11}当り

 の枚卓甘

供試魚

1着数

 AXineの個体数とその警■」合

5日後 8臼後 14日僕

250"シ
day

57  211:刈2∴「;ll1
265(9:1)  下::1;:ll



第6表  試薬の及・ばすAxinθの致死濃度と時間

1試腿名 濃度  AXineの致化膿哩と時間

;ト'レマリソ

氷稚酸

一西

悦

食

梅

      1・ユ㌦～0・1Ψ"1分      1ツ4ナ・・㍉      1ウニー.二11㍉1～1沙
      1勿}川㌦1㍉13}一分24
      1・・㌦～5㍉」_㍗1分以内

      ''凹'I

第7表 食塩添加海水処理試験結果

供試

尾数

濃度

(努)

時間

(分)

 処理中のハマチ及ぴ

 Axinθの状、産

 エラに寄生する生きた
 AXinθの個体数

処理直後 18時問後

5

30
 ハマチは正常

 Axineの分離だし

 多激の蚊inθ

 がエラに寄生

5
8

・1・・  Axinθの分離なし
 多数の蚊ine

 がエラに評生

7

14

30
 20分後A虹nθは

 工効'ら分離はじめる ・1・

7

15  5〃}イ菱エラカ・ら分.離 01
・1 111

1

5}2

 5分後から鼻上げ状

 態が見られる ・1



Axine  heterocercaの生活史(第1報)

 ハマチに寄生ずるAxinθhetθrocercaの11区除一、式1世ミ中1一敗inθの1}を採集し1洲及ぴ
 三1プ』にっし・て舛≡察を行=った二ので・,そハー巨百一1号1史の一1都を茅;1報と1、マニ1・=…手㌣仁ろ。

 虹ゴrユθhθ'七erOcercaは縮杉1功物1及帆刊.弓
 .・:分汀1さ}/L発'ヒ日勺には岐一皮斌は唯1仙叶と二;;・帆宇の

 2手1萄が。ちろ」パ,～(ineOま、舌丁考に1辛一トるも`)・C,

 外一一一1=僻1三r巾.洲・f主を壊せ刊て糾f'段卜一ろ。

 」州「ピ1.{.し片褐色Iを写し,鮒1高糸㌣印しており,

 ̂マチの一1手1残哩1出。照エラから{本外え=≡舳1モれる。

 このリi"」ミ冬芽文集n,1三=1ヒ4二価に・E';一六こと{、{:、ろ

 り1}文2～3日て=・楯…fl二(一{(}1'≡,、28～2go(=)一ナろ

 小,そr艀備前に卵苫小一'1・1一=れ,」「{内て・千平以の地

 セ炉}'れる。一1;1の大貴さば,にさ10〔14ゾ1一、1{

 60''戸11H二'C一ちろ。・1曄{ヒし一ナ=≒'」上皮τηira・'=irヨーi11㎝

 ;.亡f木疾に砥F㍗寸了し,=砂1く中を自{に・仰,、}:・午・三I、

 このI口ir…コ。Cid-iu刀Hま4～5!一問々らハーる“

 その後一つ体変1ヒ1†イ:川(ハマチーつエラー・1=舟生立ち

 .1山村碑察出火なかった)で、もろぺlr.1{多以の

 △Xj.neheterOCerCaか;写一一し.てし・ノ1コエラ

 を歩萸壬生ヨ』ろと`奉=三1■'“皿～21冊・一)f{…及.1-5～8帖1?

 行したyO㎜lg^1手乍していくい～12・・山1一に
 な4・と・」炎」落も申㌧多くなって来てい二3(Fig2・)

'恢

;弧:1

 一転…
 Fig1・ノじKiηehθterOCerca(aduユt)
 a・s,竃.土⊥℃eriOrsiユ。ker;王'・S,

POstertOrsu-ckerx4/

 1go・1.DθCember・I。

 以、j二・つことか'),財疫ではらろ小上=ig・3.に承けよ
 うな仰.・1批1]・つて1、・二とi一,,ヨrl・一・.・.

 生お,今後け仔出の一㍉」一一j=なし,どハエうた庫則ヒ

 をしながらy'Oungになるか,時}とそり休一変'i二の
 馴系,ムX⊥rユeの脆洲と11与靱.1=一つ関係等について,

 先1i[して行きたいと{うて、一・ろ・

 一一日当者一モ'改行

ヨ
,

Fig2・
AXineheterOCerCa

(y'OUng)
x401962.Jし1ユV

 -3U一

 ..蟻j地
⑫

敏鐵
0



Fig  3.Lifθcycユθ
 /.aduユ〔,2.

4.unknown,

OfAxinehetθrOcorca

 θ冥9s,3一=niracid-i1班n
5・VOung



大型魚礁設置予備.調査報告(1)

 北・媛海区一

 1ヒ1確海区に大理魚礁を、撒呈するに必要た予備謂.査方実施したので,そつ結果について報告する

 1.調・奇.期間1昭和38・年三1月28日～2月10日

 2.言聞省ミ1×j或葦禽11I司のとおり

 ろ.;涌沓ミ皐,、言式馬彙平}カ、もめ(15t60-P)

 4.言塒奇.I一…{目及び方享去

 a梅11㌔1地形調査

 調査区111茸内に各,点、を.投置し,そ・つ位剛111量は六分儀を唱いた。各定点間を抗生しなか・ら旅探
 幟(VANGRA工〕H200KC&24KC海ト電機KK)で測深すると共に測深機を昧胴

 した。fjI㍉榊一男図一兆1深は航走時に」二り潮汐一表第1巻第2巻から阿久帳(52。一02'N1;パ

 ー11/E)を椎準に〔壬壱時の潮高を、長めろ図表及び計算法」からT。高低潮時の着1丁低
 潮時と所要時の毛H。,高低,仰の高さの差,R洲高1ヒH低潮両から高さを修正し基準一画(略最

 低潮而)で海図の水深と同]様にして求y)た。

 1⊃底質.1帽査

 調一側えj或一各定点で熊旧式は、帖器にて眠尼し,㍑子の組成;掲査は丸川式■=飼,太器を桐い,各フル
 イのヲ災胃ミ・カ、らそ三下計百一分靖=を甘く}わ戸こ[

 C～毎テ羊三曲.在

 調査囚或各点の佃=盈測定と共に1置去の資料を用いて■考察をなし,i棚流観測を小野式自記…1剛糀

 、汁て観測し=1冊和分析を実施した。

 d一生'吻調査

 底楼生物はトレツヂを用いて採倖、し,種及ぴ量について各一点の・分布を.三局査した。

 5.調査結果の概要

 A閥査区」飯の位置

 調査区域は羽島1■1一七の冒瓦ク脇の東川内～吐.鳥崎の西の海域であり,確認の目標物としては阿

 久限大島桑島出一島1一一寸衷r■里山(25口m)川内川口,沖ノ島上甑島,j墓見山(252m)

 中ノ倣丁台が存在する。又北漉のl11内から阿久映まではゆるやかな海岸線であろ。
 調査区城の主たる位置は下記のとおりである。

       一目標一一一        中ノ撒灯台遮毘山川内川rl貞一理山列1ノ島
       ■凹』■

       8一229。2ザー一1一1。
       ■■''一■'1■

       10197。258。41。

       183一163。114コ

       22238。61。155。

       26101。80u1590

 目31ト・



 B海底地形

 羽杏.海賊の等深線分布は北■確沿岸にそって南北に走り45m～65m-D海域で示められてい

 る。自.漱た1-lllij】は中ノ1頼灯台カ・らSt10・S'七11～22を結.{;6q～65m線に5m～8別
 前後の起伏が見られその他の水深はなだらかな傾斜底て勾一一1己の小た1.'側11貫で争〕る。この梅蚊の

 、一隻,毎の侮吹状況は川内』リの沈泥排出亭11に影響されるとこヌ⊃〆一k苧、・と生,珊さオしる■」…,1欠の」項で

 沌へる柿く水深30m前後以浅のみで格別門魍はないと思われる。同;I毎1'喧附巧一'州ミ^jミエ師隼は同

 域の北■捉に・針が曽眼,橋の出・見付剖艮,三石曽摂があり,南西に中ノ瀬,北西に北曽隈が
 あり,:し取の各.削艮は40m荊後,中ノ…一065リ70mのllく二指で㌔り,クイ,サ・㍉プリ,マ

 ジ,イタサ等の魚種う…I前一隻されている。、設置.個所の決定の一摂,唄として。毎穴状況から一考察をな
 ぜ;{傾斜勾配の一番ゆる・やかな50m～60パ或と.なつ犬然魚礁の各穴朱,け晴からすれ、正一叱

 東の各1舳{と南一画の1中ノ榊榊1市川好の様で上綱職からSt8対j匠どなる。
 Cl={1管

 け子細成の昨=ま百分率は別表第1表に示すj各定点の紺伐1固冊以上は大部分貝.鬼りでもり,

 心尼の多い・制残は川内川附近及び沿岸寄りの水深の40～5om域に多い。Dく。.5舳・分都図
 で90売以上の海1或が多く示めているカ㍉小梁50椛以I浅の90%とぞIれ以深の90%ではそ

 の組成一比て撮り水深の.安い個所は沈泥綿砂が多く示めているが水深の50m以深の組成1七は沈

 一己,洲1小の割合が。トさくなうている。このことは川内111口」二り,はこぱれる泥は一般に北1錘沿

 榊弍つ=曳い値1万を北に`1記すと考える一冨も出来る」二うでちろ。又大体軌礁!≡付近は剛毛の小さい
 も州t少ない池賀と1=耐久力の関係については,その安全榊種は大略一平方米につき泥土5tOn
 内外,1{出土10～20tOn,砂20～55tOnつ見当て烏ろから,水深=50～60mの海

 域は粘.{=,砂の塊りで一平方米に20tOn内・外の荷市はサ)ると梅.足される。

 D海」kの流動

 1司.海峡の海況は,九州西岸を」ヒ上する対馬暖流,それらの分11段点流が一π島!耳士近から一右旋しリヨ

 欠帷県東方を通り敵島沿いに南下する11延流支流と天一草西岸カ'ら張り出す一九州渦峠水の模式図が

 雨かれる。従うて漁場の形式に関係の深い沿岸赫線の強弱は,ゆるやかな対。鴨i暖湘それ自体の

 変動の他に沿岸水塊の変化に応じろ場合が、もる。

 1河海域の年閥水温,塩素量の月別変比を過由の資料から求めると,Qm層では4-9月は暖流

 系水塊の張り出しが伺われ,1口…5月は沿岸本魂の勢力が一1順著にたうて来る。底層水の50
 m層でも大体Omと同様な傾向が伺われる。同域のT&cユタイヤグラムを調査すれば5～10

 月は表層右偏の■不安定なタイプとなってくる。直分布図は,冬期甑島東方には比1咬約高カゾ水
 塊が見られるが,これは雌湘反湘岐と推定されるが,沿県域は低1'、,註帯が存在し,これは洲¥水

 と推定される九州柵岸水,対馬暁榊水の中間を示める海域は外洋作中間氷榊ミ存在しており・
 この海峡が回溝性魚類の好丁凧場をなしている」二うであり,:周査海域も{f}岸氷戦と外洋性中問水

 魂の=見合敏に当り,時期的には外洋水系におきかえられるので漁場としての蟻j一抱要閑は充分で
 ある。

 たお海底附近(50m層)の潮流襯.湖の調和分析結果は,恒流は南西(240。)に湖れ

 1・・c㌔。。となり・1日周期糀は南北に・半日閑期流は・南西～北東に大きく動いている・
 この時期の測得流の一番速い湘速は・・㌦。。となり前記底質の粒径カ・ら考えれば魚礁の
 埋没するようだ.事はたいと一思われる。
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 E生物調.査(底棲生物)

 魚礁設置予定地附.近,11地点(St2.ア8.11. 12.13.5.1920.22.27)サC

 ついて・1レッジ平均10㌔。で・～・ケ榊こない・採集嚇は1・・;トルマ1ソ溶液
 で間定した。

 査定の結果,魚礁設置予定地附近は少なくともAnnθ■iユa、(雌形功物),MOユエusca(1軟体

 動物),ArthropOd-a(節足軸物),Echinod一θrmata(辣皮劾物)の4種は分布して
 いる。有用種はEbhinOdθr脇1;aを除く他の5柚類である。

 は〕Annθユid-a一この頼は11f山一点中,6地,点で採集され出現・他.1点の個体教も一般に少

 ない。

 12〕Moユエusca一軟体動一物に価するもので拝集されたものltneogastrcpd-a,
 Mesogastropod-a■,Scap○(]一a,Pθ'Lθcy'pod-a,Cθphaユ。-
 pod-aの6陀'上1でもり,山用一画i木敦はや∫少たいにもカ、』わら一ギ各
 地点にみられる。その中でVθnerid-aθに鴫すろも一つが最も多く,

 st7,S1=27,st19つ幅とたっている。

 たお魚類等の天然餌料として好道たCθphaユ。pod-aに属するミ

 ミィヵEup叩mnamorseiVθrriユエはst7で2個体ジ3t
 15で1個体とわすかでぽらろ州現(分布)十ろことけ興味淋、

 ㈹Arthropoda一この椰は}卯si(!θcea,Am=ρhiσpoda,Decapod-a,
 Bracbyra一つ4確槙が採集されたが,11地点中6地点に出現
 (分何)しており,個体数も'般に少い。

6.考察

 今口の1凋査から大榊魚礁造成適地条件について一考察すれば下記のとおりである。

 ①海底地形については1全般的に鰻かた傾斜をなしているが,中ノ瀬～St2210西側は起
 伏が大きいので50mI-60mの起伏の狂い区域で大然魚礁問の魚群の限功を答え,St8
 (三石曽般と中ノ順を結ぶ海域)附近が適当と考察される。

 ②底質の粒子はやL密であるが,細砂ボ多いので大型魚礁の荷重は充分と思われる。
 ③同湖或は沿岸水と1暖流中問水の混合域であり,漁」号造成の環」竜警固は良好ており,海底D

 流速・・γ。θ。が最高であるので底質の繊毛似いとI&われる・
 ({)底綾生物の分布も水深50m}60m曙に多いので,その水深敏が魚帽の餌料も陛冨であ
 り,,榊洋の惟.1.ヨ、条件として」辻好のようである。

 調介、把肖一者肥後道隆,荒牧孝行
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 第1表　底質粒子組成

 殴二.一二止I烹像司、釘三L二」
        一■,■■'一■』0■'0I■一⊥山川一…一■■II…o'■一

        1貝混0.06口1.98021.8903.8700.0502ア850
        0.21ア1178.60…一13.90I一■一一0.18

        一〇■■一山

        2"0.1602.87020.6003.8500.05027510
        O.5910.4374.8813.990.11

        5"0.0800.87013.9608.110口.62023.640
        0.543.68590534,312.62

        一'』

        4一〃0.1103.79024.ソ20ア8700.08036.770
        0.5010.316717721.400.22

        5ク0.55口1.75011.2908.5700.96022.920
        1.52ア6449263Z594.19

        6

        貝、0.040        7則毘0.5004.21018.7805.1200.08028.750
        口.141.7414.65ろ5.371ア820,28

        "0.040        81.31026.41C/.8200.01529630
        0.12013L44289136.150.05



        π噂径「。胡刑3冊届～1'1舳～        1届祀O.5〃π0.5∬"坦〕0.1川0.1剛皿～0.05祠1†'I一・0.05吻>一〇''一一一計
        st一一■一9一呉3.2506.772.8205.925.10010.6953.08口69303,460フ1260.0500.064Z720

        」蚤!・…2.86毘混1.5702.3511.84021.一636.85066.783.5206.020.コ200.0355.180        10

        11"0.3600.a43.4208.00引.21072.907175018.100,070-0.1642.810
        員G.0500.11'一0.1000.221.030228327408アgり4.24口gて〔0.C400.0g45.2口0        「2■一一間一13員混0.4101.135.81016.092ア0`074.942.7gOZ730-0400.1136.110

        140.0300.100.2000.6a2.8609731822061.958.0802ア47O.0200.072州10
        150.3300.8001.5603.2823.9305ア6815.85口58.200.0200.04刈1.490
        16採泥たし

        17〃

        18呉4.0308.641・6103.45ア61016.ワヨ2Z85059395.78012.350.0100.0246.890
        19"0.7401.40貝一混2.刈204.5614.3702ハ133.49063.1a1.9603.670.0300.0653.01j
        20ノ転0.5801.13ク1.7603.4612.40024.3453.54065.452.5505.020.2900.5750.940
        210.2104.402.32048.532-24046.470.0500.634.780

        ■

        22貝一0・0800.520,990&42ア25045.927107045.880.0400.2615.410
        23

        24採泥なし

        25

        26買混O・5701.218.68018.4ア51.7106.01Q12.79O.0500.0647000
        0.1500.324.52010.645216093.990982O.0150,0440.615        27

        ノ良洲・6.61民混5.81075316.59031-8926.76051.291.4802.840.0200,0452.030        28

        川1n内口0.0600.120.9601.8628.80055.2222.28042.720.0400.0852.150

 ギマ径「;一。胡刑  い冊届～凹r1舳～■  !051・～
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 第2・表 底棲生物分布表

lPhyユum

 Annθユ■da

 (PO■yCha・θ旭)

∬OユエuSCa

 (Neogastrop一
Oda)

(MeS09aStrO
pod-a)

(Archaeogas
tropOd-a)
(Scaphod-a)

 (PθユθqγPod-a。)

 (Cephaユ。pO-
d-a)

Arthropod-a
 (蜥sid」acea)
 (ム㎜;Phiopoaa)
 (LユθcapOd-a)

(Brachyra)

 擁漂細・
 NerθisコapQn■
 CaI2u胞

 Terθ一bθユエ■dae

COnid-aθ

 Terθ一brユG-aθ

Mitrid-aθ

01ivid-ae

 Naユicid-aθ

 rochid-a。θ

 D.I∋ntaユエ■daθ

Vθnθrid-aθ
 Tθユ■ina(Fca-
 buユina)n■t■一
 αu■a
L■unker

 Pθc't;in■d-aθ

Cus'Pid-ar■a(

 三書瀧脇・。
 Li1江岨aθ
 王〕eCtena-bb■`
 cans(SchrOt一
θr)

Soユenid-as

駕潤云紺

}・ケsid-ae
Taユitrld-ae

 =Pagur■d一∂θ
 =酊baユiaユOng一・

録^

            I一

            禦細1.            278111213二÷二
            ココapQni111511
            胞

            θユエidae07112

            船231111n

            rid-aθ2856251

            ユaθ2

            ユae4122

            id-aθ11

            id-a。θ1

            aユエidaθ1511

            id-aθ6247682141881121

            na(Fcal一
            a)niti一31911

            er

            nid-aθ8151614
            d-aria(

            蝿乱、212111二
            .aθ11
            ;ユa-bbi一1
            SchrOt一2

            id-as13
            '口]na』〕O'
            v餌iユエ21

            ae45153
            rid-ae1

            idaθ2121

            今ユOr⊥g一一
            ■]=Dana・1

            と1             1

π
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             F-0■一“'10□一'''τ

             Phyユwm＼Stati鵠亙8戒2781112151519202227
             I'一一一一一LI一

             庇hinOdθrm二・
             ata

             (AstθrOid一θa)OphiopToθus
             コapon1c鵬HLCユark121

             OphiOd一θr脾't■αaθ211211
             EChiαOCarcユー

             (SpatangOi-d-ea)θiVm1             COrdatUm
             (PennOnt)

大型魚礁設置予備調査報告(巫)

有明海区

 大隅海区に大型魚礁を設置するに必要た予叶1調査を実施したのでその結果について報告する

 1..遍査期間昭末口38年4月15日～4月20日

 2.調査区域別図のとおり

 3..…匂;娃兜書カ、屯め(15tOn601P)

 4.調査項目及ぴ方法

 a海底地形謁査

 、1局査区」戒の各点(54点)を六分岐を用い,位置測量をだし航走しながらj.軌傑機(7.AN-

 GRAlPH200KC&24KC)で測深すると共に湖1空機を併.円し,、dく深D測定を行っ

 ナこ。尚子魚ユ易水…系図は荊先走1時;(」:り,1戦,」ク表第1巻,第2巻から油津(31o-35!N1510

 -25/E)を標準港とし,今町(31。'一2プN131。.12.皿)を基準として,棚高
 比,時差を求め「任意時の湖高を求めろ図表及び計算法」からTO高低潮時の差,丁低潮時

 と所要時の差,HO高低湖の高さの差,R洲島比H低潮掘からの高さを修正し,某準面(略
 最低底醐両)で海図の水深と1同様にして求めた、

 一b底質拐査

 ,謁一査区臥つ各定点(18点)で熊旧式琢泥器にて杯泥をなし,粒子の組成は丸川.式淘汰器を
 用い各フルイの残響の秤…ま百分率を求めた。

 C子写テ羊;≡。一丁手

 .揖有区伐の水温測定をなし地一夫'」資料から考察をだした。又,潮流観測～、黄属の50m属

 を小野式自記舳允.計を用いて,1司杢1し,結果は大会の11三・日時な0として調和分析を行うた。
 d舛一句;1ヨ布
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 魚類の解伺・として底凄生物あるいま浮猪物は直擁叉は問凄の・要閃と考えられるので,吹憾佳一物

 はド1ノツジを.弔い,浮游生物は⑧ネットで採集したコ

 5..榊潴裸の秤頂

 一へ。同査区威の位責

 {司査区j或はイ了明言嵩一榊:の水{矢40～7口mの区1戒てミ',確二9つ目;幸は,リく.一i.寺,火出一.青,.1≒一■一'千,

 1汗付川口,牝椰島,郁坤i“の各物標i㍉ミあり,背後の山は,.≒午州1,'三1つ,、lj筆が、ろ。同年

 域は北は宮崎県串間市,南は旧=付郡高雌r,内之.』冑町の各■」」が海1≒士。県1ヒでリーく≒一一1一.モ、一生帯で東

 に1冥串良町～志布一志町圭でつ砂丘がちろ海湾でかろ。

 各点州立碍は下I記の通り

      一一'凹■＼.、。トミ様＼'L一■…一'■1'…■'''''I一'''''一一一      火崎讐十㌧      1831g冒。

      11196212      o一一川丁'一凹L』
      1719422154口。

      21191200283

      26181;十干5+,、「      I一皿

      50220

 (此狐け磁針方位)
 B海底地形

 調査区域の等深線は有明湾の抄圧地柵,束串良コ丁～一ξ1市.長町つNE～SWにそって走り

 ア0mまでの水深はゆるやかた傾斜であ私同海域の大」・宍魚礁は全然認められず,僅かに眈
 1部.島周辺に点在するつて圭。ろ。

 C底・質

 粒子細成の坪1」;=百分率は別紙第1表に示す。氾成比は各定点とも貝又は則昆りの底剛主順
 めて少なく10・1躰捌～0・05舳又は0・051舳以下の細砂及ぴ沈泥の比一重(割合)が非常に大
 で,沿岸」二り沖合に増しており,何千Dく0.1屈珊しっ分布は肝付川から高山,苛～l11合においてはだ
 いた、'等深線にそった形て'変化を示している。

 D海水の流軸

 同海」政の海況は同湾に注ぐ河川が多いので幾分陸水の影博も強く,又,日向灘から南下す
 る沿岸水の影響がうか∫オ⊃才して来1ろ。

 底層の流速は一脚榊くll・一・・ツ。θ。徽であり・桃より一日脇術,半日
 胴鯛禰卓越している様である。

 底層の、靱流調和分i斤結果は

 東分U由一2-125+3.22Sin(Ot+q7044!)十1.27Sin(20t+50023!)
 北方V由一1-62+2-72sin(0t+12ブ00^)十2.20sin(20t+7べ3プ)
 で表はされ,恒流は23ゴ(SW)2.8甲/主クるやかであった、

SeC
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附表50米流速指示表

        月日時間術向流速%θ。月日時間湘向流速%。。
        4.1816520084.196190012

        1734o8720012

        18360882508

        1910392508

        20308102508

        21705112508

        2210051229012

        235!〕81330012

        4.19012081450085        I'一

        1150815;10

        2180816ヨ105

        5190121ア5208

        419015

        519015

 E生物調.在

 I底棲生物

 魚礁設置予定地附近一帯111地点につ・・て・ドレツジを平均10%i。で・一・分
 問おこない底懐生物の採集を行うたが,志布志湾,魚礁設置.予定附近は大別して少くとも
 5種類(Annelid-a,ArthropOd-a,瓦。hinod一θrmata,

 エロ。ユ■u・sca,0steichthyθs)は棲息しているが,これ等の底凄生物
 で漁一業上釣魚餌料として用いたり,あるいは,魚類の天然餌料として密接な関係があると

 思われるものはAmθ1idaと虹thrapαiaの2種であった。この2種類共に最も
 出現牡の多い地点はSt9で次にS1:,4.St,20の順とたっている。たお志布志湾

 は手繰第二種漁業が楠んな所で一あるが・今何の底蘇生物採集に際してArじhrOpαユa
 特にDθcapod-a,Wθid-acθaが多一量に採捕されたことは湾内の特色が良く表われて
 、・る。

血浮雄生物

 浮游生物採集にあたり,この調査時期は薩摩半島,枕崎沖から種子島に至る.海域に多量
 の赤潮が発生しており,志布志湾一帯も赤潮現像がみられたために,特に⑦ネットを用
 いて11地点について採集を行うた。

 調査の結果,各地点共に赤潮を構成するpユankじOnはNoctiユu-caで採集され
 た中でg5%を占めており・他はChaθtognathaのsagi1=a。,Oopθpつda,
 Copeユata(A=ppenaicuユaria)のFritiユエaria,Mθd-usaθ等の2%
 ]≡bytOpユa皿ktonではDiatomeaθのOoscinod-iscu-sspで3%程度
 の割合であった。
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 元.来,浮涛生物は時聞的,'季節的に変化を行うているので'概にいえないが,今回の浮游

 生物調査は条件が最も不適当であったために従来通りの調査は出集なかった。

考察

 1.調査区域内の水深は40～70nで海底地形はゆるやかな擬斜を示し,起伏等はみられ

 ない。

 2.底質は粒径0.1-0.05冊π又はそれ以下の細砂及ぴ沈泥が多く,分布上からは沿岸から沖
 合に次第に多くなうている。Iなお地質と耐久力の点で安全荷甫は一平方米につき10tOn

 以下と推定されろ。

 三底層の流速は1・～・・%。。程度でゆるやかであり・1日あるいは半日1最期術が主で
 ある。

 4.底棲生物は'般に甲殻一類が多く,魚類の天然餌料としてけ。極めて良好であろ。分布は沈泥
 の多く・含まれる珪質の地,点でその出現還1も易くなっているっ

 5.浮游生物は赤潮発生のため従来。重りの調査は出・来たかった。なお赤潮を構成しているもの

 はNOCtiユuCaが主であった。

調査担当老肥後遺隆,荒牧孝行



第1 表底質粒子組成表

        峰㍗■1㍗、,皿O.5舳～o.11冊～        〉5珊祀0.1π〃0.05'"皿0.05岬珊〉計
        1一■■一■■一''0'山■一''一]1■■■

        貝混O-2001.1803.3106.2400.41011.340
        11.7610.41291955.023.62

        '』`'1■■一一一■一

        呉0.0200.1603.7901ア6700.3り022.530
        20.0g0.フ116.8278メ;3,g5一''一
        一一■….凹1'一一…一山一一

        0.270アg6014.5401.30024.070

        31.12■'33-760.415.40
        一一一''■

        0.330ア07018.0400.74026.180
        41.26270068.g12.83

        呉0.7ア02.400一一10.5口0191302.87口35.670
        52.156.75294453.638.05

        1.0202.21011.5^10.55015.360

        66.6414.3g7【.333.64
        ,呉0.1501.550991014.9400.7502フ1280

        70.275.6856.3554.772,75
        一'一

        0.2003.69010.6702.190        916.750
        1.2n22.0363.7013.0

        0.7102.5205.6600.フg010.480

        126.フ722.1463.55ア54
        '`■'一一

        貝混0.150O.7505.2001.120Z20口
        132.0810.14722215.56
        `■一一I

        0.1000.4801.42012.7902.580        141ア370
        0.582.768.1873.63        '⊥生し

        1一'

        0.0501.1708.5001.26010.780

        160.47'10.85皿1.9一
        一

        0.0401.110ろ.720199502.670        172ア4gi-1
        O.15一一1一'4.0413.5572-57971

        ']L

        O.0600.8704.630        1811.2501.44018.250
        0.5;4.フ725.3761,6478g

        0.0700.880        194.5100.3905.850
        1.2015.037ア0g5.67

        一一0.0900.470        2口3.410O.7804.750
        1.9098g71.7916.42

        一」'一一】I一…一■'』』一一0.530皿。         2.818        216.4600.89010.650
        4.9526.2g60.438.53

        則昆0.4701.1203.370        2213.8802.62021.460
        2.1g5.2215.ア064.681221

        」一一一L'_」
        'I一…■一
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第2表底棲生物分而

             lPhアユumI＼碗・・7需西流迎
             ame■iaO             (P01ychaeta)Oirratvユid-aθ一■「一'下一1÷∴廿

             一〇一■」[一'             工θreOθユエidae汁ぺ、μ             67311455

             ■0一一■山0■」一_'」'L.丁㌧{一一             Nerθid-Oθ1■→一一一
             Ghユaθafユavapa。ユエas12

             (SiPuエユ。uユ。id一θa)=Phascoユ○somajapanicaIked-a⊥1112             上

             '

             As蛙
             (晦sid-a誌a)取Si曲e75142汀11

             .一一'

             (A哩hip町a)Taユi'七riaae2211261
             ■`・一四■一■一■一…

             PrtθuagraciユislDana11
             (Dθcapad-a)MθtaPθnaθOpsis'bar'batad一θHaan2■i1236

             一■'o'■■1一川一一

             CrangOnjaponicusMiers9614ア
             HipPo蚊ti吐ae4

             ■…1一'一一一一■一一

             Pasiphaユid搬4131312
             二Pθnaユid一θa1

             一■■'■'1

             Mθtapenaopsisd-aユei2115
             一皿上一一■'■'

             (ム皿Onura。)Gaユathθaoriθ]=1t乳ユiss1=;i工npson221412
             (直raC市u・a)Chary-bais-bimaCuユataMiθrs11

             ■凸■

             baユiaユ0ngiminaORTMANN1
             ユ〕hizopin純1/

             '(蹄僚Ciraユa-na.ja=PonθnsisRichard-son21
             '山

 碗・・7需西流迎
「「

 ÷∵∴廿



             1`Phyユ㎎L＼StatiOnnumbθrFami取Orsp㏄iθs4578912134161720
             斗

             Echinod一θrmata

             (0phwOid一θa)A邊hiopユ。cu」sja=ponicusHI.cユark112
             (Irreguユaria)○垣hiacOmabreVipθspθtθrs154

             SchigastθrユacunOsusLinmaθas111.
             MOユエuSCa

             (MθOgastrO-POda)Tθre-briαaθ111524
             O■ivid-aθ1
             COniaaθ216

             capoaDθntaユエiaaθ12
             θθ岬PoVθmeriaaθ2132

             M包Ctrid-aθ刈6

             P∋Ctini曲θ12
             Soユenid-aθ11
             Cuspid-aria(OOrd-Omija)Ouユdi
             (1ヨin鵡)1112
             Tθユエina(PbaranOnθユエa)

             COSanguineaSCWer'by11
             θrじθr1つrata

             (Osteichth㌍s)P1θurOnθctid-aθ1


